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(1) 

mn 0 のとき 
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C  11  nmnm CmCn   

km 2 のとき、 nm Cn  は k2 の倍数である。 

ここで、 121 kn≦≦ より、 nに含まれる素因数 2の個数は、 12  kn のとき最大で、 1k 個。 

すなわち、 nm C は少なくとも 1個以上の素因数 2を含む。 

したがって、 km 2 のとき、 mn 0 を満たすすべての整数について、 nm C は偶数である。(証明終) 

 

(2) 

mn≦≦0 を満たすすべての整数について nm C が奇数であるとき、 nmnmnm CCC   11 より 

10  mn を満たすすべての整数について nm C1 は偶数である。 

 

逆に、 10  mn を満たすすべての整数について nm C1 が偶数であるとき、 nmnmnm CCC   11 より 

nmnm CC ,1 は共に奇数であるか、共に偶数でなければならない。 

11011 1 CCCC mmmm  より、 1Cm は奇数である。 

2121 CCC mmm  より、 1Cm は奇数であるから、 2Cm は奇数である。 

以下、 mmmmm CCC ,,, 13  も奇数であることが順次わかる。 

したがって、 mn≦≦0 を満たすすべての整数について nm C は奇数である。 

 

(1)より、 km 2 のとき、 mn 0 を満たすすべての整数について、 nm C は偶数であることがわかっている。 

したがって、 12  km のとき、 mn≦≦0 を満たすすべての整数について nm C は奇数である。 

 

12  km のとき、 nm C の中に必ず偶数が含まれることを示す。 nmnmnm CCC   11 より 

km 2 のとき 12 k 個の二項係数 
1222212

,,,
kkkk CCC   は偶数である。 

12  km のとき 22 k 個の二項係数 
1212312212

,,,
 kkkk CCC   は必ず偶数である。 

    

32)32(2 1  kkkm のとき 2)22(2  kk 個の二項係数 
12322232 11 ,
  kkkk CC  は必ず偶数である。 

22)22(2 1  kkkm のとき 1)12(2  kk 個の二項係数 
1222 1  kk C  は必ず偶数である。 

12)12(2 1  kkkm のとき 12 k 個の二項係数 
1212112012 1111 ,,,
  kkkk CCC   はすべて奇数である。 

したがって、 122 1  kk m≦ のとき、 nm C の中に必ず偶数が含まれることが示された。 

求めるm は 12  km  ……(答) 


